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人を思う気持ちが犯罪を防ぐ
香川県・観音寺市立一ノ谷小学校・六年
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　今年はとても悲しいニュースで始まりました。ウクライナで戦争が始まり、罪のないたくさんの人の命がうばわれています。犯罪や事件のニュースも、毎日のようにテレビから流れてきます。せっとうやさぎ、エスエヌエスでのひぼう中傷などで心を傷つけてしまうだけではなく、人をなぐったり、刃物でけがをさせたり、命までうばってしまったりというニュースもたくさん聞きます。このようにとても簡単に人を傷つけてしまっていることに、私自身、悲しみと怒り、そして疑問を抱きました。
　生まれてきた時から、人を傷つけようと思う人はいないはずです。しかし、どうしてこのような戦争や事件等が起こるのでしょうか。生まれた時
の気持ちを持ち続けていれば、人が人を傷つけることはないはずです。
　私は、「人を思う気持ち」がもてていないのだと考えました。「人を思う気持ち」とは自分に置きかえて考える力、そして、正しいことは何かと考え、それを実行に移す力だと考えます。その力は、「自分は大切にされている」と感じる経験が積まれることで、身についていくものだと、私は思います。
　私自身を振り返ると、これまで生きてきた中で、自分のことを大切にされていると感じる経験が、多々あることに気付きました。
　私は、けがや病気で病院に行った時、待合室で、母が持ってきた私の母子手帳をよく見ます。そこには、私が母のお腹にいた時から今までの成長の記録が詳しく書かれています。五ヶ月の時、お腹の中で、私が動いているのを感じた母のうれしい気持ちや、生まれてから三ヶ月目に高熱を出し、みんなが心配したこと、百七十日目に左下の前歯が生えたことや、初めてしゃべった言葉が、お茶を意味する「ちゃちゃ」だったことなど、他にもとてもたくさんのことが母の文字で書かれています。それを見ると、自分の命は、母や家族にとって、とても大切な物だということがよく分かります。そして、その母子手帳を今でも大切に保管し、記録を続けてくれていることをうれしく思い、家族のことを大切に思う気持ちが強くなります。
　私の担任の先生は、時々先生の子どもの話をしてくれます。子どもの写真をみんなに見せてくれたり、参観日に行った時などの話をする先生の表情は本当にうれしそうで、子どもを大切に思っていることが伝わってきて、聞いている私までうれしくなります。
　自分のことを大切に思ってくれている人は、家族だけではありません。
今年の夏休みに、私の母は、役員の仕事で青パトに乗り、私たちの住んでいる地区をじゅん回補導しました。運転してくださったリーダーの方が、たくさんのことに気を配ってじゅん回していることに、驚いたそうです。子どもたちが集まっていそうな所や、うす暗い犯罪の起きそうな所を必ず通って、危ないことがおきていないか確認すること、冬は街灯の切れている所がないか点検もするそうです。母がじゅん回した日は、子どもの姿を見かけず、何もなく無事終わったけれど、それが一番良いことだと話してくれたそうです。自分の家族のことのように私たちや地域を大切に思い、見回ってくださることを母から聞いて初めて知り、私は感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　また、地域の方は、日頃からみんなよく声をかけてくださいます。学校の行き帰りはもちろん、散歩をしていても、すれちがう人みんながあいさつをしてくれます。「大きなったなあ。」「元気ないやん。どうしたん。」と、心配してくれることもあります。あいさつや声かけも人を思う気持ちの表れだと思います。
　家族や先生、地域の人との関わりの中で、「自分は大切にされている」と感じたこのような経験を、みんなが積むことで、「人を思う気持ち」が強くなり、犯罪を防ぐことにつながるのではないでしょうか。
　私は、この作文を書きながら、私以外の人も、みんな必ずだれかに大切に思われていて、絶対に人を傷つけたり、誰かに傷つけられたりするようなことがあってはならないと、改めて強く思いました。私はまだ小学生です。小学生だけれど、犯罪の起こらない社会にするためにできることがあると思います。学校やクラスの中で、自分も友だちも同じように大切にすることです。悪口を言ったり、傷つけたりしてしまいそうになった時は、自分が多くの人に大切にされてきた経験を思い出して、一度立ち止まって自分に置きかえて考えようと思います。私が周りの人を大切にすれば、周りの人も私のように自分に置きかえて考えることができ、人を傷つけなくなるはずです。まずは学校の中で、そして、地域の一員として、私がこれまでに経験した大切にされているという気持ちをどんどん広げていきたいです。
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